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定年退職にあたって
ー あ っと いう問の 40年間一
統括技術長 林庄司
昭和 43年 2月、福井大学工学部技術職員として、文京キャンパス内の事務局の 2階で面緩
を受け、同年4月 1日に採用され、産業機械工学科(現 機械工学科)の第 2講座(計測制御
講座)に配属になりました。 当時の講座のスタッフは、教授、助手 2名、技官の計 4名で構成
されていました。主な仕事は教官の研究・講義資料の準備などの補助的な仕事および学生実験
装置の製作、演IJ定、データの整理などで した。 3年程して講座が受け持つ学生実験の 1コ7 の
担当(技術的指導)を任されました。またこの頃から大学院修士課程へ数名の学生が、進学し
てきて大変忙しくなって、修論・卒論学生とともに本格的に卒業研究の実験装置の製作、測定、
実験データの整理などが始まりました。
そこで、初めに携わった仕事は、 トンネノレ内の風速に関する測定実験で、携帯用熱線風速計
の試作およびター ビン型流量計の開発・製作でした。携帯用熱線風速計の試作においては、 直
径 0.03mooの白金線センサー用い、温度繍償を行いながら、 o~ lOoolsの風速を測定する。ま
たタービン型流量計の開発・製作では、軸受の摩擦がない(ベアリ ングレス)羽綴車を用いる
ことによって 15I1 ooinの微少流量を測定するもので、 1ml s以下の風速計の検定に用いまし
た。いずれもかなり高度な機械・電 F工作が必要だったため、大変な労力を要 しました。
温度制御に関する実験では一重度悦温憎の試作と開発で、槽内の温度を 50"C土0.03"Cに保つ
ための装讃で、数学モデノレをコンビュータ内に構成し、モデルのパラメータを推定することで
高精度の温度制御を達成寸るものでありました。これはハード的に精度を達成するのではなく、
ソフト的に高精度を達成寸るもので、 今ま での温度制御とは違った方法なので、大変興味を引
きました。
機械の音響故障診断に関する実験では、木材加
工機械の異常診断および仁場内の高原配管、電磁
弁からのガス漏れ診断実験に携わりました。木材
を板厚さ 6mmに切断する大型機械(北欧スウー
デン製)で、運転時の切目1音信号を検知し診断す
るもので、板の表面にキスが生じる時の異常音信
号を検知し、信号をスベクトノレに変換し、ニュー
ラノレネ ッ トワークを用いて診断するものです。異
常と診断されれば木材加『機械を止め、製品の損
失を少なくするもので、診断は 90%の篠率で達成 図 1 音響故障診断システム
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されました。また高圧配管、電磁弁からのガス漏れの故障診断は、周辺に強い騒青(大型ポン
プやそーダなど)がある場合、 iまJ圧配管・電磁弁の機器から出る異常音をニューラノレネットワ
ークフィノレタを用い、騒音を排除しつつ、故障診断するものあり、関 Iのような騒音計とパソ
コンを組み合わせた音響故障診断ンステムを用いました。この診断はfg号と騒音の比が、 0.85
を達成することが出来ました。
昭和 40年代から昭和 50年代中頃までは、機械工学の実験は試fl錯誤的に実験装置の製作
をしていたため、非常に手間暇のかかるもので、なかなか実験データを集めるのは大変な苦労
でした。昭和 50年代の後半くらし、からパソコンが講座に導入され、データの量が今までの 1
00 倍くらいに飛躍的に噌えました。同時に今までは実モデルを機械工作、電子工作で製作し、
そのそデルの有効性を実験していたので大変な時間と金が掛かっていましたが、パソコン内に
数学モデノレを構築することができるようになり、モデノレ内のパラメータを自由に変え実験がで
きるようになり、学生の卒業研究に寄与し、実験成果が飛躍的に上がって私も当時大変驚いた
ことを覚えています e しかし、今日では当然のようにパソコン内に数マモテソレを構築し、実験
に用いられ、またそれ以}のことが可能となって大きく卒業研究等に活躍しています。
さて、技術部が平成 4年 0992年)に発足し、各学科の研究室や機械工場等に所属してい
た技術職員を全員が専門行政職に移行を目指して、業務別に 3室 6班からなる組織に組織化さ
れました。そして、伎術部から各学科の研究室等へ派遣される形態をとりました。私も工学部
機械工学科(産業機械工学科は解組して昭和田年(1988年)に機械 I学科に成る)から福井
大学技術部の所属になり、機械I学科に派遣され、平成 11年には知能システム工学科へ派遣
が変わりました。また平成 18年には技術部は工学部技術部と全学組織から工学部組織となり、
統括技術長が設けられました。組織化されても職務の内容は以前とあまり変わらなかったが、
教員は教育・研究、技術職員は教育・研究の技術的な面での支援業務 という業務分担が明白に
なりました。その分担業務について文章に表すのはまだ難しく、出来ていないのが現状ですが、
それは技術織員の職疹が、。l意-1:夫・技術開発などが求められる職務であるためで定型化す
ることが難しいものだからと思っています。
教員との間での教育・研究の支緩業務分担という意味では明白になっていますが、技術職員
の職務が、創立-1:犬・技術開発などが求められる職務である以上、これからの技術部は占人
ー人が自己のモチベーンヨンを高め、オンリーワンを目指し、またグループとしての効果を高
め、地域貢献を含んだ外部に対しての貢献が必要となりますG
最後になりましたが、皆様のご指導、ご鞭捷に支えられて 40年間の長きにわたり可もなく
不可もなく勤めさせてI頁きましたことを深く感謝し、たします。ありがとうございました。
皆様の今後のご活躍とご健康を心よりお祈り申し上げます。
